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 　そして，このパネルの一番下の部分には，「忘れまじ　LEST WE FORGET」と記されている2）。 
 （2）軍事博物館（DARWIN MILITARY MUSEUM） 










































































【写真11】 2016年 2月 17日，THE WORLDという
番組で証言する，元日本軍性奴隷の被害
者ジャン・ラフ・オハーン氏。
















【写真13】 2016年 2月 17日，THE WORLDという
番組で証言する，元日本軍性奴隷の被害
者ジャン・ラフ・オハーン氏。






































6） Rod Beattie,  The Death Railway -A Brief History, 2015, P. 117.




























































16） 産経新聞 2016年 2月 16日付（電子版）http://www.sankei.com/politics/news/160216/plt1602160071-n1.
html（2016年11月15日段階）
17） 鎌田真弓「記憶の国境線を問う」鎌田真弓編　前掲注2）文献2頁。
【写真16】『ワシントンポスト』2007年3月24日付の記事
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名古屋学院大学論集
爆は，衝撃的な出来事だった。それに追い討ちをかけるように，1942年5月末には日本軍特殊潜
航艇によるシドニー湾攻撃他さらなる打撃を与えた。予想もしなかった奇襲攻撃だったうえに，
シドニーの心臓部である湾内に3隻の小型潜航艇が侵入したことは，人々を恐怖におとしいれ
た」18）。 
　日本では，太平洋戦争といえばアメリカとの戦争を念頭に浮かべる人が多いかもしれない。と
ころがオーストラリアでは，鎌田真弓氏や田村恵子氏が指摘するように，「太平洋戦争」といえ
ば，まさに日本の侵略に対する戦争であった。「日本軍は当時オーストラリア領であったパプア
（Papua），ニューギニア（New Guinea）ばかりか，オーストラリア本土へも攻撃を行った。ダー
ウィン（Darwin）を含む豪北部の町は空襲を受け，シドニー（Sydney）湾にも日本軍特殊潜航
艇が出現した。オーストラリアにとって太平洋戦争は，栄帝国防衛のみならず，国防のための戦
争であった」19）。日本軍がオーストラリア本土を攻撃し，恐怖に陥れた記憶はその後しばらくの間，
オーストラリア人の念頭から離れることはなかった。サンフランシスコ平和条約締結の直前，オー
ストラリアやニュージーランドはアメリカとANZUSを締結した。その理由だが，「1951年結ば
れたこのANZUSは，日本の再侵略をおそれるオーストラリア・ニュージーランドがアメリカに
安全保障を求めたものである」20）。2011年，ダーウィンの軍事博物館にダーウィン空襲の日本側戦
死者のリストも掲示しようと歴史家の館長が提案したところ，大きな議論が巻き起こり，「そう
した施設内に日本兵の名前を掲げることには依然として強い反発がある」21）という。私自身，ダー
ウィンを訪れた時には日本人という理由で不快な思いをさせられたことはなかった。2月19日の
式典に参加した際にも，スタッフはにこやかに対応してくれたし，参加者から何か不快な対応を
されることはなかった。軍事博物館からダーウィン中心地に戻るとき，オーストラリアの老夫婦
と一緒にタクシーに乗ることになったが，そこでも私に対して敵対的な対応ではなく，朗らかに
話しながら戻った。ただ，いたるところ日本軍の第2次世界大戦中の行為を紹介する石碑やパネ
ルなどが掲示されており，第2次世界大戦中の日本軍の行為がオーストラリアでも忘れられたわ
けではないことを，私は2016年2月19日のダーウィンの地で確認することができた。オースト
ラリアの国立戦争記念館の出口には「死者5000万人―オーストラリア人4万人。戦争は計り知れ
ない苦痛を引き起こした。連合軍の勝利は想像を絶する計り知れない悪を倒した」22）と印字され
ているという。「想像を絶する計り知れない悪」とはどの国のことなのか，冷静に認識したうえで，
オーストラリアとの交流のあり方，さらには国際社会での対応を考えることが必要なように思わ
れる。
 　また，戦争捕虜や日本軍性奴隷の問題についても，過去を顧みずに歴史を回避するのではなく，
18） 田村恵子「日本軍特殊潜航艇の展示とその変遷」鎌田真弓編　前掲注2）文献45頁。
19） 鎌田真弓「記憶の国境線を問う」鎌田真弓編　前掲注2）2頁。
20） 田中直吉『新日米安保条約の研究』（有信堂，1969年）10頁。
21） 鎌田真弓「記憶の国境線を問う」鎌田真弓編　前掲注2）文献92頁。
22） 鎌田真弓「国防の最前線：ダーウィン空襲を追悼する」鎌田真弓編　前掲注2）文献45頁。
「ダーウィン」からなにを読み解くか
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過去の悲惨な出来後を直視し，誠実に対応することこそ，オーストラリアをはじめとする国々と
の真の友好関係を築く上で必要になるのではなかろうか。オハーン氏は「それにしても，よくも
まあ日本人は，これらの哀れな凌辱された女性たちのことを「慰安婦」などと呼べるものだと。
彼女たち〔韓国の日本軍性奴隷の被害者たち。飯島補足〕の姿をテレビで見ながら，私は思いま
した」，「日本政府は「慰安婦」に謝罪すらしていませんでした。その問題に対してまったく素知
らぬ顔をして，日本が何千人という女性に，日本軍のための売春宿で，無理やり売春させた事実
すら否定してきたのです」23）と述べている。オーストラリアでベストセラーとなった，ダーウィ
ン空襲を扱ったAn Awkward Truth（2009）を執筆したピーター・グロース氏は「日本，オース
トラリア，そしてアメリカは今や同盟国であり，友人同士だ。しかし共通の歴史を直視し，理解
しようと努めない限り，その友情も安泰ではありえない」24）と指摘する。「ダーウィン空襲」をは
じめとする日本軍によるオーストラリアへの攻撃，ジュネーブ条約を無視した，日本軍による捕
虜虐待や虐殺，そして「日本軍性奴隷」の問題に関しても，オハーン氏などの被害者の発言など
を踏まえたうえで日本として対応することが，「国際協調主義」の視点からも必要なように思わ
れる。 
 【2016年11月16日脱稿】 
23） ジャン・ラフ＝オハーン著，渡辺洋美訳，倉沢愛子監訳　前掲注8）文献162頁。
24） ピータ ・ーグロース，伊藤真訳『ブラディ・ダーウィン　もう一つのパール・ハーバー』（大隅書店，2012年）
まえがきⅲ。
